
２０１８年７月 ９日（晴れ） 第２週 第２２４１回例会

Song ”君が代・奉仕の理想”

Guest 松下英子さん（大竹和美君ゲスト）

Attendance

会員 ７８名 欠席 １６名 出席率 ７６．１２％

６月分修正出席率の報告

６月 ４日出席率 100％ 欠 席 ０名

６月１１日出席率 100％ 欠 席 ０名

６月１８日出席率 100％ 欠 席 ０名

President Time 大竹敬一 会長

先週末の豪雨で甚大な被害を受けられ、今も避難生活な

どを強いられておられる方々などに心よりお見舞い申し上

げます。先週私は広島県におりました。予定を早め金曜日

に新幹線運休の合間を縫って名古屋に帰ってきましたが、

豪雨の影響を僅かながら体感しました。今後も警戒は必要

かと思います。また一日も早い復旧をお祈りします。

さて、今年度は会場委員会の企画により、例会前にあま

RCの50年を振り返る時間を設けていただく事になり、今

日がその第1回でした。たまたま、今日は初代会長も久し

ぶりにご出席いただいておりますが、あまRC創世の頃のお

話を初代会長へのインタビューをもとに池崎委員長にお話

しいただきました。次回以降も皆さんご一緒にあまRCの歴

史を振り返る一助になればと思っています。

49年の歴史には、それぞれの年度にそれぞれの会長はじ

め会員皆さんの思いが込められてきたのだと思います。そ

れぞれの年度が輝きを持ったあまRCの歴史であることを認

識し、今年度の活動を本格的に開始しましょう。今日の例

会は、クラブアッセンブリーで各委員長さんから委員会方

針などを語っていただきます。今日皆さんにお届けしまし

たクラブ計画書の会長方針のページの50年度活動指針につ

いてお話して、挨拶を締めたいと思います。まず冒頭に50

周年記念事業についてです。あまRCに相応しい50周年事

業と曖昧な表現になったのは、会員全員が実行委員として

今年のメイン事業に関わっていただいてこそ、あまRCに相

応しい事業になると考えたからです。高山実行委員長には

早くもご苦労をおかけしておりますが、全員の50周年とな

りますよう、ご協力をお願いいたします。活動指針のすべ

てをお話する時間はありませんので、折に触れてまたお話

ししますが、最後にIDMについて、先般の委員長会議でも
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担当 藤田隆志 前国際奉仕委員長
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「記者襲撃 赤報隊事件30年目の真実」

元朝日新聞社 樋田 毅氏



申し上げましたが、色々なテーマについてIDMをどんどん

行っていただきたいというお願いです。すでに委員会で、

50周年実行委員会で、あるいは委員会の垣根を越えて実施

していただいていますが、インフォーマル・ディスカッシ

ョン・ミーティングです。形式にとらわれず、ロータリー

について、50年についてワイワイ語りあう場を大いに設け、

楽しんでいただきたいと思います。

Secretary Report 加藤 徹 幹事

１ 次週7月16日（月）は海の日による休会です。

２ 児玉憲之さんが第4回米山功労者に寄付されました。

３ 北島奈穂子さんが6月30日付で退会されました。

大竹敬一会長よりゴルフ部会へ会長賞贈呈

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

大竹敬一 会長

本日のクラブアッセンブリー、委員長の皆様、よろし

くお願いします。

家田安啓 副会長

今日はクラブアッセンブリーです。よろしくお願いし

ます。

加藤 徹 幹事

思うところがあって、ゴルフスイング改造に着手しま

した。昨日のスコアは100。成果が出るのはまだ先の

ようです。

大竹和美君

大竹敬一が会長就任後第2回目の例会で、僕にとって

は初めて会長挨拶を聞きます。

渡辺 均君

大竹和美初代会長にお会いできて…

高山君、内海から桑名CC迄の往復送迎有り難う。

臼井幹裕君

楽しく親子での大相撲観戦が出来ました。後藤眞君、

有り難うございました。

山田幸治君

七夕も終わり、いよいよ夏ですね。

父の日には娘から沢山のプレゼントを貰いました。

黒野晃太郎君

委員長会議、有意義でした。

合唱に新しく参加の皆様、有り難う。

田中正博君

大雨で被害の広島・岡山・その他の地域の皆様にお悔

やみ・お見舞い申しあげます。政府は国を上げて治水

・防災に予算をもっと組み、全力を尽くせ！！

山田尊久君

JIA美術サロン展、ご高覧いただき有り難うございま

した。

紅谷幸政君

後藤雅光君、ご馳走様でした。

伊藤英毅君

今週、豊田で道成寺に出演します。能では最終です。

これで打上です。無事に終わりますように。

北野庸夫君

久々に大相撲を観戦しました。H.W君、有り難う！

児玉憲之君

釣り部五島列島遠征、真木君、青本君、お世話になり

ました。

真木伸一君

釣り部会、長崎・五島列島への釣行、青本君、児玉君、

お疲れ様でした。鯛や鮃は舞い踊ってはいませんでし

た。残念。また赤いクエを釣りに行きましょう。「感

謝」

水野 眞君

第14回佛教音楽会公園で唄いました。

水谷安紀君

ニコボックスの皆様、ご苦労様です。



山田幹夫君

間違えて名鉄グランドホテルへ行ってしまいました。

近鉄に乗るまでは覚えていたのに。いよいよ始まった

かなぁ？でも私で6人目だそうです。

吉田 勤君

今日は光岡先生に替わって監査報告をします。

合 計 ５４，０００円

ク ラ ブ ア ッ セ ン ブ リ ー

松井英治 環境保全委員長

会長方針にもあります「次の

50年につないでいく年度」と

するためには、地球規模での環

境保全が如何に必要であるか、

工場・自動車等による大気汚染

は異常気象を引き起こし大規模

な災害が発生しています。ロー

タリアンとして先ずは１人１人が協力し自分に出来る小さ

なことから環境保全活動を行って行きたいと思います。

１．かしの木会主催のクリーンコミュニケーションin大江

&蟹江川。

２．ノーカーデーの実施。

３．蟹江町学戸ホタルの会への助成。

４．いきいき花クラブへの助成。

５．尾張西部生態系ネットワーク協議会との連携。

竹田竜一郎 地域社会委員長

社会構造や環境の変化、地域

社会への帰属意識の希薄化など

により、地域住民同士の交流の

機会が激減している。しかしな

がら、災害時は特に地域のつな

がりは非常に大切となります。

地域社会委員会として、ロータリークラブの基本精神｢親睦

と奉仕｣を、分かり易くより多くの方に周知していきたい。

さらには、地域で活躍している方たちの掘り起こしをした

い。委員長は初めての経験ですので、稲垣さん始め、諸先

輩方から指導をいただきながら頑張りたいと思います。

児玉憲之 米山奨学委員長

米山記念奨学会は、勉学、

研究のために日本の大学・大

学院に在籍している、将来母

国と日本との懸け橋となって

国際社会で活躍する、優秀な

留学生の奨学を目的とする日

本最大規模の民間奨学制度で

す。日本のロータリークラブ独自の誇れる制度であり、国

際理解と親善に大きく寄与しております。

１．米山記念奨学会へ普通寄付金として、一人当たり5,00

0円の寄付をする。

２．会員に米山功労者、マルチプル、メジャードナーにな

っていただくようお願いする。

３．特別寄付金の免税制度について説明する。

４．米山奨学生のカウンセラーと共に奨学生の心の支えと

なる。

後藤雅光 出席委員長

50周年にあたり、会長方針

を基にロータリー活動の基本と

なる、例会出席の意識と義務を

正しく理解して、ホームクラブ

の出席を高めるように委員とし

て会員の意識を高める。また、

他クラブのメークアップに努め、他クラブとの親睦を深め

るように努力する。以上のように出席委員会としてクラブ

委員の為に努力していきます。

黒野晃太郎 職業分類委員長

クラブ計画書に基づき、すみ

やかに職業分類の選定を行う。

会員増強が進み、忙しくなるこ

とを期待します。



渡辺 均 会員選考委員長

１．創立50周年を迎えてこの

期に会員の推薦が多く進めら

れると思いますが、あまロー

タリークラブの会員にふさわ

しい方かどうかを公平な立場

で判断・評価して理事会に報

告します。

２．ロータリアンとしての優秀な会員を選出するために各

委員会と連絡を取り、「数」より「質」の基本方針で入

会候補予定者を推薦できるようにします。

３．可能なら自分でも推薦候補者に面接して厳正に審査し

たいと存じます。

山田尊久 会員増強委員長

一番大切にしたい事は、入会

候補者があまRCにふさわしい

人かどうかです。そして入会し

て、ちゃんと前向きに自分を向

上していこうとする意欲のある

人かどうかを見極める事です。

二つ目に、入会されてから着実

に気持ち良く例会に出席できるよう支援する事。ロータリ

ークラブを好きになってもらえるよう努める事です。この

二つの事を念頭にしっかりと取組んでいきたいと考えてい

ます。よろしくお願い致します。

東海広光 ロータリー情報委員長

今年度の西尾張分区名古屋清

須RC和田典之ガバナー補佐か

ら、各クラブの入会３年未満の

会員さんに分区内でメイクアッ

プをしていただき、他クラブの

例会から自クラブには無い何か

を見つけて今後のロータリー活動に繋げていただきたいと

申されています。対象者は谷口さん（H30年6月11日入

会）から神野さん（H28年6月20日入会）まで13名みえ

ます。対象者の皆様には、なるべく早い時期に他クラブへ

訪問していただきたくよろしくお願いいたします。そして

訪問に際しましてはスポンサー同伴でとなっていますので、

各スポンサーの皆様にもご協力をよろしくお願いいたしま

す。現在、会長・幹事・各事務局とで調整中ですので、近

日中に日程を発表いたします。なお13名を代表いたしまし

て、池崎会場委員長に来年2月16日に開催されます西尾

張分区IMにて訪問の感想を発表していただきます。池崎さ

んよろしくお願いいたします。

山田広明 会報委員長

大竹敬一年度のクラブ会報委

員長を仰せつかりました山田で

す。例会の活動報告をはじめ、

理事会・各委員会・趣味の会な

どの活動についても写真を多く

活用し、親しみやすい紙面作り

を心掛けます。なにぶんにも、

初めての委員長ですので皆様のご指導ご鞭撻のほどお願い

します。

武藤正俊 ニコボックス委員長

代読 加藤 徹 幹事

今年度はあまロータリークラブ創立50周年。多くのご投

函をよろしくお願いします。

１．元気な声・元気な挨拶をし、心を込めてお声掛けしま

す。

２．ご投函された方の言葉を正確に把握して、文章を発表

いたします。

３．常に感謝の気持ちで接し、貢献いたします。

４．ご投函したくなるような名文を準備して、ご投函の提

案をさせていただきます。

５．目標額は設定していませんが、3役及び理事の方々に

特にご協力をお願いいたします。

６．ニコボックス賞は年２回（12・6月）に発表いたしま

す。



紅谷幸政 雑誌委員長

上半期の事業計画として、

本年度の会長方針である「あ

まロータリー50年 次なる半

世紀に奉仕の心をつなぐ」の

もとに、ロータリーの友の購

読を通じて、ロータリーの活

動への感心の向上に努める。

伊藤正征 プログラム委員長

会長方針である。「あまロータリー50年、次なる半世紀

に奉仕の心をつなぐ」をテーマに、ひとりひとりの会員に

対して、あまロータリーの知識・情報を深め、会員の明る

く元気で楽しい卓話を企画して

いきます。また50周年の節目

の年にあたり、新人卓話は元よ

り諸先輩方より貴重な卓話を頂

きたくお願い申し上げます。

１．新会員卓話を実施する。

２．年男・年女放談を実施する。

３．諸先輩方からの貴重な卓話を頂く。

４．会員が楽しみの一つとなる時間を作り共有する。

５．親睦活動・会場委員会との協調に努める。

谷川浩司 広報委員長

代読 横井久雄 広報副委員長

今年度、クラブ奉仕と共に

広報委員長を兼任させていた

だきます。実は、今年度の村

井ガバナーが公共イメージ向

上に強い意欲をお持ちのよう

で、今月26日に2760地区の

公共イメージ向上（広報）委

員長会議が開催されます、おそらくMy Rotaryの登録の

お願いだと思われますが、詳細に関しましては後日ご報告

申し上げます。次に報道関係にお願いし当クラブの活動を

広く広報する、これにつきましたはクローバーテレビにお

願いしまして、あまRCの活動を放送していただくとともに、

一年間の活動をDVDにまとめていただき、これを広報活動

や会員増強の1つのツールとして使っていきたいと考えて

おります。最後に当クラブのホームページを更新したい。

池﨑晴美 会場委員長

厳粛な中にも、和気あいあ

いと、心地よい雰囲気を作り

に務めて参ります。ビジター

・ゲスト・会員を笑顔でお迎

えし、楽しく例会に参加でき

るように取り組みます。1月7

日の新春夜間例会の担当をさせていただきます。会員同士

が友好を深め、新年に相応しい企画を実施します。

今年は、特にあまRC50年の記念の年、１年を通して50

年を振り返る例会となるように考え、歴代の会長を順番に

インタビューし、「点鐘」前に３分間朗読いたします。歴代

会長の皆さまご協力お願いいたします。

「右も左も わからない」と言う言葉がまさにぴったり、

それが現在の私ですが、会場委員会の今西さん、加藤春視

さん、中西さん、、中澤さん、山本さん、副委員長加藤文彦

さんに支えていただきながら、50年という記念の年を、会

場委員長としてしっかりと務めさせていただきたいと思っ

ています。

藤田淳士 保健委員長

本委員会は、会員及びその

家族並びに従業員等相互の健

康を維持し、クラブの発展に

寄与する目的で発足した。最

近では専門以外の一般会員の

ご参加をいただき、内部から

適宜アドバイスを受けている。

１．日常の健康を守るための健康卓話を年２回、特に予防

医学に重点を置く。

２．歯科医による「8020運動」を継続する。

３．例会日は勿論、随時申し出があればその都度健康相談

に応じている。



「第13回JIA美術サロン展」

日 時 7月3日（火）～8日（日）

場 所 東桜会館

写真撮影 水野 眞君

山田尊久会員が出展されました。

ロ シ ア 紀 行 １9

山田幸治君

左を見ると古い木造の帆船が係留されています。右を見る

とネバ川の対岸にエルミタージュ美術館が見えます。

エルミタージュ美術館

次に訪れたのは血の上の大聖堂です。血の上の大聖堂は

モスクワの聖ワシリー寺院に似た建築様式です。アレクサ

ンドル2世が1881年に暗殺されました。アレクサンドル

３世が、その血の上に聖堂を建てました。悲劇的なテーマ

とは裏腹に、その外観はきらびやかな印象を受けます。

血の上の大聖堂（対岸より撮す）

血の上の大聖堂（側面）


